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               地張樹脂 №６０ 
               ＜水溶性アクリル地張樹脂＞ 

 地張樹脂 №６０は強接着力で、染料と反応しませんので発色を妨げず、水洗性も大変良好な水

溶性アクリル地張樹脂です。特に疎水性繊維に対する接着力が優れています。 

【性 状】 

外 観 ： 白濁粘性体 

組 成 ：  アクリル酸エステル共重合物 

固形分 ： ３３～３４％ 

粘 度 ： 20,000 mPa･s（２５℃） 

Ｐ Ｈ ：  ７～８ 

 

【特 徴】 

１．接着力が従来品と比べてかなり強く、合成繊維にもよく接着します。 

２．水洗性に大変優れていますので（良好な脱糊性）風合いを損ねません。 

３．生地裏への付着量が極めて少ないので、巻取り時のトラブルが少ない。 

４．染料と反応しないので発色を妨げません。 

綿の薄地（ロ－ン等）でのＰＶＡ使用による防染の問題を解消できます。 

 

【使用例】           綿、T/C       合成繊維  溶剤型地張剤と併用時 

  １．地張樹脂 №６０  １５～２０   ２０～３０      ５～１０ 

  ２．水         ８５～８０   ８０～７０    ９５～９０ 

   ３．ﾒﾀﾉ-ﾙ               ｘ           ｘ         ｘ           

    合計                           １００＋ｘ 

 

＊ メタノール少量添加で、さらに接着性アップします。 

＊ ゴムベルトに塗布する場合、できるだけ薄く塗る程、接着力が得られます。 

＊ ＰＨが 6.0以下でゲル化しますので御注意下さい。 

＊ 溶剤型地張剤と併用の場合、使用量は極少量となります。 

また感熱圧溶剤型地張剤＋本品＋ヒーターロール熱圧着が最高の接着力となります。 

 

生地の種類、使用方法等により接着性が異なります。充分確認試験の上御使用下さい。 

 


